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平成18年度の「障害者自立支援法」施行以降，知的障害者施設職員の職業意欲が低下したと
福祉関係者によっていわれている。そこで，アンケート調査を通して，知的障害者施設職員の
職業意識の実情と課題を明らかにすることを本研究の目的とした。
山口県，広島県，岡山県，兵庫県内の知的障害者施設（通所授産・更生施設，入所更生施設

など）の職員を調査対象者とし，質問紙によるアンケート調査を実施した。
181名の職員から回答を得た。その結果，６割が現在の仕事に満足していると回答し，主な

理由として，施設利用者との触れ合いをあげていた。仕事の将来の夢としては，「自分の実践
の質を高めたい」「福祉のプロになりたい」などがあげられた。また，福祉職を希望する学生
達へのアドバイスについて，「給与が安く，仕事はきついが，素晴らしい仕事」と３割が回答
していた。しかし，７割が現在の給与には「不満足である」と回答し，８割が同年代の他の職
業従事者に比べて給与が安いと感じていた。７割は，現在の仕事を継続したいと回答していた
が，半数は転職も考えていると回答し，その理由として「給与が安い」「長期休暇などの休み
が取れない」などをあげ，職員の揺れる気持ちが垣間見られた。また，半数は障害者自立支援
法の「施設利用者１割負担」などを批判していた。
施設職員は，利用者との関わりには満足しているが，給与や休暇などの待遇には不安を感じ

ていた。特に障害者自立支援法に対しては，職員は強く不満を感じていた。今後，知的障害者
施設職員の職業意欲の持続のためには，彼らに対する待遇の改善が必要であると考えられる。

知的障害者施設，職員，職業意識，障害者自立支援法

Ⅰ

知的障害者施設職員の職業意識に関する意識
調査の先行研究では，職員のストレスによる
バーンアウト（燃えつき症候群）の問題に関す
るものが多い1)-7)。その理由として，職員が
バーンアウトになった場合，職員は利用者との
関わりに拒絶的になり，利用者に対して十分な
ケアを提供できず，利用者の生活に好ましい影
響を及ぼさないと考えられたからである。しか
し，これらの調査報告では，あまりにも職員の

細かな心理的分析に偏り，職員の地位や福祉専
門職としての意識などを研究する視点が弱い。
そこで，著者らは，職員の心理的ストレス要因
の分析も重視しながら，職員の職業に対する満
足度，給与などの待遇問題などの意識を明らか
にすることを目的に調査を実施した。このよう
な調査を実施した背景には，平成18年度に施行
された「障害者自立支援法」が，障害者福祉施
設の運営・処遇を根本的に変え，職員の職業の
動機づけにも大きな影響を及ぼし，職員の待遇
が変わり，給与の減額，勤務時間の延長などの
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度数 ％

回答者年代
10歳代
20歳代
30歳代
40歳代
50歳代
60歳以上
平均年齢（歳） 36.06±11.61

職員性別
男
女
最終学歴
高校
短大・専門学校（福祉専攻）
大学（福祉専攻）
大学（福祉以外）
その他（短大・高専など）

１～３年
３～５
５～10
10～20
20年以上

ヘルパー
社会福祉士
保育士
教職免許
社会福祉主事
介護福祉士

通所授産
入所更生

Stepwise

理由項目2)（説明変数） 標準
誤差

標準偏回
帰係数
（β）

ｐ値

利用者とのふれあい ＊＊＊

地位の不安定さ ＊＊＊

上司との人間関係の難しさ ＊

その他 ＊＊＊

保護者からの感謝 ＊

休みが取れない ＊

＊＊＊

注 1) 1.非常に満足している 2.まあまあ満足している
3.あまり満足していない 4.全く満足していない

2) 1.ある～0.ない
3) ＊ｐ＜0.05，＊＊＊ｐ＜0.001

勤務年数
１年未満

有資格者

勤務先施設
その他（事務など）
看護師
介護支援専門員

入所・通所授産
通所・更生
その他（在宅など）

入所授産

偏回帰
係 数
（Ｂ）
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問題や職員が施設を辞めるといった状況が生じ
たからである。このような経緯から，調査を実
施した結果，181名の職員から回答を得ること
ができたので，ここで，それの分析を行いたい。

Ⅱ

調査対象者は，山口県，広島県，岡山県，兵
庫県内の知的障害者施設（通所授産・更生施設，
入所更生施設など）の職員であった。調査時期
は，2006年８月から2007年１月までであった。
調査方法は，質問紙によるアンケート調査を採
用した。調査の主な質問項目は，仕事の満足度，

仕事上の問題，福祉施設職種選択，給与につい
て，福祉職の継続・転職，障害者自立支援法に
関する自由記述，回答者属性（年齢，性別，最
終学歴，施設勤務年数，資格，施設の種類）で
ある。回収されたデータは，項目ごとの単純集
計で実情を把握するとともに，重回帰分析に
よって仕事への満足度および転職意欲の関連項
目をみた。

Ⅲ

181名の職員から回答を得た。以下，回答者
属性 と調査結果である注1)。
職員の６割は20歳代から30歳代であり，半数
以上は，社会福祉の専門的教育を受けていた。
勤務年数は10～20年が最も多く，７割の職員は
何らかの福祉の専門職の資格を持っていた。勤
務先の施設は，通所施設と入所施設が約半数ず
つであった。

「非常に満足している」と「まあまあ満足し
ている」を併せて「満足している」が115名
（64.1％），「全く満足していない」と「あまり
満足していない」を併せて「満足していない」
が57名（31.8％）となり，６割は満足している
が，３割は，現在の仕事に満足していないこと
が示された。
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「利用者との触れ合い」99名（51.3％）が最
も多く，次いで「同僚との良い人間関係」46名
（23.8％），「利用者の保護者からの感謝」17名
（8.8％）などであった。職員は，仕事上のな
かで利用者や同僚との人間関係に満足していた。

「地位（給与など）の不安定さ」33名（21.2
％），「休みが取れない」31名（19.9％），「上司
との人間関係の難しさ」30名（19.2％）などの
順であった。仕事に満足していない職員は，職
場の人間関係よりも職場の待遇に不満を抱えて
いた。

仕事への満足度に影響を及ぼす理由を説明変
数として，重回帰分析を施した結果，利用者と
のふれあいが多いほど，地位が不安定でないほ
ど，上司との人間関係が難しくないほど，保護
者から感謝されるほど，休みが取れないことが
ないほど，仕事の満足度が高い（Ｒ＝0.814，
ｐ＜0.001）結果であった。このことからも，
職員の仕事の満足は，利用者とのふれあいに
よって最も強く影響されていることがわかった。

「同僚」が94名（31.8％），「家族」が68名
（23.0％），「友人」が62名（20.9％），「上司」
が56名（18.9％）であり，職員は「同僚」や
「家族」を信頼し，自分の悩みを打ち明けてい
た。

「友人や家族とおしゃべりをする」95名
（21.9％），「趣味（読書，音楽など）に没頭を
する」92名（21.2％），「外出をする」74名
（17.1％）などであった。職員は仕事上の問題
を信頼できる人々と話をし，仕事以外の趣味な
どに打ち込むことで，ストレスを発散させてい
る。

「福祉の仕事に興味があったから」が115名
（54.0％），「人の役に立つ仕事をしたかったか
ら」が60名（28.2％）であり，職員は，人の役
に立つなど純粋な気持ちから，福祉の仕事を選
択していると考えられる。

職員自身についての夢としては「自分の実践
の質を高めたい」「福祉のプロになりたい」「こ
の知識を生かして，海外の途上国で支援活動を
する」などが記述されていた。職員のなかには，
職業に誇りを持ち，自分自身を高めたいと強く
考え，利用者の充実した生活を願う福祉に対し
て純粋な気持ちを持つものもいた。

「全く満足していない」と「あまり満足して
いない」を併せて「満足していない」が126名
（70.4％），「非常に満足している」と「まあま
あ満足している」を併せて「満足している」が
44名（25.0％）と，７割の職員が給与に満足し
ていないことが示された。

「強く思う」と「まあまあ思う」を併せて
「思う」が141名（79.6％），「全く思わない」
と「あまり思わない」を併せて「思わない」が
18名（10.5％）と，８割の職員は同年代の他の
職業従事者に比べた給与水準が安いと強く感じ
ていることが分かる。

「強く思う」と「まあまあ思う」を併せて
「思う」が130名（73.0％），「全く思わない」
と「あまり思わない」を併せて「思わない」が
21名（9.5％）と，給与に満足していなくても，
７割の職員は福祉職を続けたいと感じていた。

「強く思う」と「まあまあ思う」を併せて
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Stepwise

理由項目2)（説明変数） 標準
誤差

標準偏回
帰係数
（β）

ｐ値

給与が安い ＊＊＊

違った世界を見てみたい ＊＊＊

上司との人間関係に疲れる ＊

その他 ＊＊＊

利用者の支援に疲れる ＊

＊＊＊

注 1) 1.強く思う 2.まあまあ思う 3.あまり思わない
4.全く思わない

2) 1.ある～0.ない
3) ＊ｐ＜0.05，＊＊＊ｐ＜0.001

偏回帰
係 数
（Ｂ）

第55巻第８号「厚生の指標」2008年８月

「思う」が92名（51.7％），「全く思わない」と
「あまり思わない」を併せて「思わない」が56
名（31.5％）となり，半数は転職を希望してい
たが，前問では７割は福祉職を続けたいと回答
しており，福祉職員の仕事に対する揺れる気持
ちがみられた。

「給与が安い」34名（20.9％），「長期休暇な
どの休みが取れない」32名（19.6％），「違った
世界（職種）を見てみたい」28名（17.2％），
「上司との人間関係に疲れる」20名（12.3％）
であり，転職を希望する職員は，職場での待遇
に不満を持っていた。

転職（福祉職以外）意欲に影響を及ぼす理由
を説明変数として，重回帰分析した結果，給与
が安いほど，違った世界を見てみたいほど，上
司との人間関係に疲れるほど，利用者の支援に
疲れるほど，転職（福祉職以外）意欲が高い
（Ｒ＝0.754，ｐ＜0.001）結果であった。この
ことからも福祉職以外への転職意欲は，給与や
上司との人間関係，さらには利用者の支援に疲
れると違った世界（職場）を見てみたいとする
要因に影響を受け，福祉職以外への転職意欲が
強くなっているといえる。

「施設で働き，自分にあった仕事かどうかを
考えて欲しい」82名（46.6％），「給与が安く，
仕事はきついが，すばらしい仕事」59名（33.5
％），「頑張っても，何も良くならない，やめて
おいた方がいい」４名（2.3％）であり，多く
の職員は，施設の職業には否定的ではなかった。

93名（51.3％）が自由記述をし，そのうちほ
ぼ全員がこの法律に批判的な記述をしていた。
主な批判的内容は，「施設の利用者の１割の自
己負担」「知的障害者の企業や地域の受け入れ
の困難さ」「障害程度区分のあり方」などで
あった。

Ⅳ

「障害者自立支援法」の施行後の知的障害者
施設運営が変わり，職員の待遇（給与，余暇な
ど）なども変わってきた。したがって，ここで
は，主に職員の待遇を中心に考察を述べること
にする。
調査結果を通して，６割の職員は，職業その
ものには満足していたが，給与や休暇などの職
場での待遇には不満を持っていたことが明らか
にされた。この点は，給与の満足度に関する質
問項目のなかで７割の職員が不満足であると回
答し，８割が同年代の他の職業従事者に比べて
も安いと感じていたことからも理解できる。ま
た，転職希望者の主な理由は，本調査では給与
の安さを指摘した。このような給与の不満足の
背景には，障害者自立支援法が大きな要因に
なっていると考えられる。本調査の自由記述欄
のなかで，この法律の施行後，「職員の人員が
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減った」「時間外勤務が多くなった」「休暇が取
れなくなった」などの待遇に関する不満の記述
が多くみられた。
従来の措置制度では，国からの措置費により

知的障害者施設職員も利用者も経済的に地位が
保障されていたが，障害者自立支援法では，施
設の実績（利用者の一般企業などへの就職状況，
授産施設の場合，利用者への賃金の還元状況）
に応じて，支援金が支払われ，また，利用者の
施設を利用した日数に応じて補助金が支払われ
ることになった。その結果，多くの施設では，
経営が苦しくなり，大幅に人件費を削減し，職
員のボーナスを減額するようになったことが報
告されている。地域での障害者の生活・労働を
支援するきょうされん（旧称：共同作業所全国
連絡会）が2006年全国400カ所の知的障害者施
設で実施した調査では，41％の事業所が障害者
自立支援法により人件費の削減を行い，将来，
削減を検討している事業所が11.7％もあり，６
割の施設が人件費の見直しを迫られていた。ま
た，職員の給与もボーナス支給月数が平均で年
3.94カ月から3.45カ月と0.49カ月の低下となっ
ていることも報告された8)。
施設職員の給与の低さは，障害者自立支援法

の影響のみならず，福祉施設の仕事が伝統的に
慈善的なものとして考えられ9)，安い給与で
あったとしても利用者のために奉仕的に働くこ
とが美徳として考えられてきたことも１つの要
因ではないかと思われる。転職（福祉職以外）
意欲に影響を及ぼす理由の重回帰分析において
も，給与の低さは転職の要因になっていた。し
かし，そのような分析結果が示され，職員は給
与が不安定であったとしても，福祉の仕事その
ものには魅力を感じている。それは，福祉職を
希望する学生達へのアドバイスの回答のなかで，
３分の１の職員が「給与が安く，仕事はきつい
が，すばらしい仕事」であると回答しているこ
とから理解できよう。また，仕事への満足度に
影響を及ぼす理由の重回帰分析においても，仕
事の満足度が，施設利用者との触れ合いに最も
強く影響を受けている結果が示されたことから
も，彼らがいかに施設の仕事に魅力を感じてい

ることが分かる。そこで，多くの職員は経済的
地位や長期休暇などが保障されれば，転職する
ことなく，福祉施設で仕事を継続したいと考え
ているのであり，施設運営者や行政関係者は，
職員の地位を保障するような対策をする必要が
あろう。
仕事の選択においては，８割が「福祉の仕事
に興味があったから」「人の役に立つ仕事をし
たかったから」の理由をあげており，純粋な気
持ちで福祉の仕事を選んでおり，しかも将来の
夢として「自分の実践の質を高めたい」「福祉
のプロ」になりたいなど専門職としてのアイデ
ンティティを強く持っていた。この回答の背景
には，６割の職員の最終学歴が福祉系の学校
（短大・専門学校・大学）であること，７割強
の職員が「ヘルパー」「社会福祉士」「保育士」
などの何らかの専門的資格を有していることも
影響を及ぼしていると考えられる。

Ⅴ

障害者自立支援法の施行以降，多くの施設職
員は，職場での待遇に不満を感じながらも，知
的障害者施設での職業には喜びを見いだしてい
た。しかし，彼らの施設業務の意欲の継続には，
十分な待遇の保障を福祉関係者は行政に訴えて
行くべきであると考えられる。一方，職員の待
遇が十分にない状況にあったとしても，知的障
害者施設の職業を専門的に魅力的なものにして
行くためには，職員を対象とした専門研修会な
ども重要であると思われるので，そのような企
画を施設経営者は考えるべきであろう。また，
大学の研究機関などと連携し，共同で調査研究
などを進めることで，施設職員が多くの専門的
知識を活用し，知的障害者に対してより良い支
援を行い，専門職としての喜びを見いだせるよ
うな職場の環境作りも施設経営者は考えるべき
であると思われる。

注１）回答者属性質問項目によっては，回答の
記入漏れのケースがあったので，回答結果
の総数が181名にならない場合もある。そ
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の際，回答された総数で，回答結果の割合
を示した。
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